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     芳年芳年芳年芳年    美談武者八景美談武者八景美談武者八景美談武者八景    広徳寺広徳寺広徳寺広徳寺のののの晩鐘晩鐘晩鐘晩鐘    

 戦国・桃山時代 岡山備中高松城を攻めていた羽柴（豊臣）秀吉は 本能寺の変 織田信長の訃報を受けて、 

 明智光秀打倒を決意し、急拠 強行軍での「中国大返し」。 その途中 尼崎に至った時の数々の秀吉伝説。 

「単騎で尼崎に至った秀吉が敵兵に襲われ、みそすり坊主に化けて難を逃れた」との伝承。 

 その真偽はともかくとして 尼崎の古い住人では 誰もが知る秀吉伝説の一つである。 

そんな秀吉伝説にまつわる企画展「秀吉 尼崎の危難」が、新たに城内地区に移設整備された尼崎市の文化財収蔵庫の

第1回目の企画展として開催されているという。 

古い歴史を持つ尼崎ではあるが、埋蔵文化財など尼崎の

収蔵文化財を総合展示される場所がなく、なかなか見ら

れなかった。 

5 年ほど前に文化財収蔵庫が南城内の旧市立尼崎高校・

城内中学として使われた校舎跡へ移り、古くはあるが、

広いスペースが確保され、整備も進んで、常設総合展示

並びに企画展も開催されるようになっていると聞くが、

訪れたことはなし。 

その第一回企画展「秀吉の尼崎危難」そして 尼崎から

出土した埋蔵文化財の展示を見るいい機会。 尼崎が故郷の私にはうれしい企画に興味深々で行ってきました。 

    ◎◎◎◎    尼崎尼崎尼崎尼崎北北北北城内城内城内城内    尼崎尼崎尼崎尼崎市立市立市立市立文化財文化財文化財文化財収蔵庫収蔵庫収蔵庫収蔵庫へへへへ    旧旧旧旧市尼市尼市尼市尼のののの校舎校舎校舎校舎をををを整備整備整備整備してしてしてして公開公開公開公開展示展示展示展示がががができできできできるようになったるようになったるようになったるようになった    

  

                 阪神尼崎駅の南 東側を南北に流れる庄下川の東側が旧尼崎城のあった城内地区  

5月16日晴天の朝 阪神尼崎駅の南側に出る。久しぶりに吸う尼崎の空気。 

駅のすぐ東側、庄下川にかかる庄下橋を渡ると10分ほどで城内地区である。 

橋からはかつて尼崎城があった城内地区 そして その南に広がる工場地

帯がみわたせる。 かつて公害都市と言われた尼崎であるが、街の環境・美

化整備が進み、見渡す景色そして川も本当にきれいになって、昔の景色がも

う、想像つかぬ。 でも あのごちゃまぜの街・エネルギーあふれた都市を

象徴する3本煙突の景色が消え去ったのは本当に寂しい。 

大門武彦
スタンプ



庄下橋を渡り、阪神のレンガ倉庫の横を通り抜けて、城内地区に入る。かつての尼崎城があった城内地区の再開発事業

が着々と進んで 本当に静かな緑あふれる街に変貌して、二筋南の開明橋筋に出ると北西部へ移転した旧市尼高があっ

た文化財収蔵庫である。 

    

北城内 文化財収蔵庫のある東西の通り 開明橋筋 収蔵庫周辺  インターネットgoogle street view より 

   今は本当に静かな文教区の一角 この地区にあった高校の統合校舎整備の工事が着々と進んでいました 

 

  ◎ 尼崎の歴史については 尼崎市&尼崎市文化財 

       収蔵庫のホームページに数々の懐かしい写真と 

       共に掲載されているので、一度 ご覧ください。 

             ◆◆◆◆    尼崎市文化財収蔵庫尼崎市文化財収蔵庫尼崎市文化財収蔵庫尼崎市文化財収蔵庫    

    http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/bunkazai_0/index.html    

     ◆◆◆◆    尼崎の文化財尼崎の文化財尼崎の文化財尼崎の文化財    

   http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/bunkazai/ 

 

以前 尼崎の埋蔵文化財は あちこちバラバラに収蔵されていて、収蔵庫と聞くと草ぼうぼうの埋蔵文化財の一時的保

管倉庫といったイメージが強く、城内に移っても旧校舎を使った保管倉庫なのだろうとずっと思っていました。  

しかし、すっかりイメージが違って、旧の市尼の校舎跡とはいえ、入り口の門柱には「尼崎市立文化財収蔵庫」の門碑

があり、玄関広場 校舎建物すっかり化粧直しされ、きれいな姿に。 こんなに変わったのだと・・・・ 

     

          尼崎市立文化財収蔵庫玄関 元市尼の校舎玄関がそのままの姿で残っている  2014.5.16. 

 

構内広場の向こうには玄関時計塔ホールを中心に東西に旧市尼の校舎が長く伸びて、その校舎の傍らには この地がか

つての「尼崎高等女学校」・「市立尼崎高校」のあった地である碑がきれいに整備され、1913 年設立の文字が刻まれて

いました。 創立 100 年越えなんだ。 ちなみに 市尼の前身が尼女 そして私の母校 県尼の前身が大正 12年創立

の尼崎中学で、、昨年 90周年を迎え、両校とも尼崎市内には数多くの卒業生がいる。 

市尼は北部に移転しましたが、県尼はここから国道を挟んだ北大物の狭いところにずっとあるのですが、県尼にはこん

な碑がないなぁ・・・・・・・と。また、校舎も一新され、今はかつての面影はなし。 

 でも、市尼の校舎 今が一番きれいなのと違うのかなぁ・・・・と半分やっかみです。 



 

  

         玄関脇にある尼女・市尼発祥の地の碑 1913年の文字も刻まれていました 

玄関から校舎の中に入ると、昔の教室・廊下区分がそのままに内装が整備され、古ぼけた内部のイメージなし。 

収蔵庫の展示場や集会場などの公開部分が設営され、常設展示と企画展示が公開され、また集会場では市民公開講座な

どに使われて言いました。 

 

    ◎◎◎◎    「「「「秀吉秀吉秀吉秀吉    尼崎尼崎尼崎尼崎のののの危難危難危難危難展展展展」」」」        

   

     

                 「秀吉 尼崎の危難」展 



今回は 古い尼崎の住人は誰しも知る 秀吉伝承「秀吉 尼崎の危難」展 

本能寺の変後、備中から大急ぎで、尼崎まで取って返してきた秀吉が 数多くの敵兵に遭遇し、寺に逃げて僧に化け、

難を逃れたという伝説が生まれた。そして、この伝承を題材に数々の人気歌舞伎・人形浄瑠璃が生まれ、この伝承が更

なる伝承を生み、数々の錦絵にも描かれる。  

また、「秀吉 尼崎の危難」展では「秀吉の中国大返し」と呼ばれる史実とともに、そこから生まれた数々の伝承を描

いた錦絵や数々の摺り絵本から伝承の広がりを展示して、「史実」と時代を経た「伝承」との落差の大きさをも教えて

くれる。 

私が幼い時から良く聞いていた話も秀吉伝説の部類の一つで、「今も尼崎寺町にある広徳寺にはその時の味噌擂り鉢と

棒が残っている」と信じていました。本当はどうやら 後年の脚色伝承であったようだ。 

  史実は 

 「中国大返しの途中、秀吉が尼崎に立ち寄り、。禅寺を探し、光秀に討たれた主君織田信長のため、髪を下ろした」 

  ということだけだったようだ。 

そこから、秀吉の立身出世人気談の中で、尼崎で秀吉が光秀軍に囲まれ、寺に逃げて僧に化け、難を逃れたという伝説

が生まれ、江戸時代以降、人形浄瑠璃や歌舞伎の題材にもなって、この伝説は益々広がっていったのだろう。 

 

「史実に残るのは こんなちっちゃなことなのか???」と。 

「伝承とはそんなもの」と簡単に片づけられるかもしれないが、今更ながら「秀吉の人気」はすごいもの。 

 伝承が伝承を生んでゆく。 

 風評もそうですが、大量の情報入手とボタン一つで 賛同を示すことができる現在のスマートフォン・IT社会では、  

 その勢いはもっとすさまじく、その怖さを思い知ることができる展示でもある。 

 

展示の内容 少し写真に撮れましたのでバラバラですが、掲載させていただきます。 

また、簡単な「秀吉 尼崎の危難」展の解説パンフを収蔵庫でいただきました。 収蔵庫のホームページに内容解説掲

載されていなかったので、「秀吉 尼崎の危難」理解のため、この解説バンプを掲載させていただきました。 

 

 

 



        

                        

  

    

    



  

 

 

    

【【【【「「「「秀吉秀吉秀吉秀吉    尼崎尼崎尼崎尼崎のののの危難危難危難危難」」」」展展展展    のののの    解説解説解説解説パンフパンフパンフパンフ    】】】】    尼崎市立文化財収蔵庫尼崎市立文化財収蔵庫尼崎市立文化財収蔵庫尼崎市立文化財収蔵庫    

  

 

  

 

 



また、常設展示展では、下記に示したような区分で 尼崎市内の遺跡から出土した考古資料や、尼崎城下町復元模型な

どの尼崎城や城下町に関する資料、尼崎の近代工業に関する資料、そして昭和 40 年頃まで使用されていた生活用具な

どが簡単に展示されていました。 

       1 1 1 1 掘り出された尼崎の歴史掘り出された尼崎の歴史掘り出された尼崎の歴史掘り出された尼崎の歴史   出土遺物等により原始古代から戦国時代までの尼崎の歴史を展示 

       2222    尼崎城と城下町尼崎城と城下町尼崎城と城下町尼崎城と城下町          江戸時代の尼崎城と城下町を模型や出土資料等により展示 

                    3333    工都尼崎のあゆみ工都尼崎のあゆみ工都尼崎のあゆみ工都尼崎のあゆみ               明治から現在までの工業都市としての尼崎の歴史と 

                                   「尼崎市の水道のはじまり」を展示 

        4444    ちょっと昔のくらしの道具ちょっと昔のくらしの道具ちょっと昔のくらしの道具ちょっと昔のくらしの道具     昭和40年頃までのいろいろな生活用具を展示 

              5555    玄関ホールでの玄関ホールでの玄関ホールでの玄関ホールでのテーマテーマテーマテーマ展示展示展示展示「ALWAYS三丁目の夕日64ロケ小道具」と  「建築家村野藤吾と尼崎」 

その中に、資料では知っていますが、一度見たかった古墳時代の西国への入口だった尼崎の遺構・遺物がいくつか展示

されていました。 

 ◎水堂古墳出土の副葬品 三角縁神獣鏡・鉄剣や畿内鍛冶房の始まり 

 ◎若王寺遺跡の鉄鍛冶関連遺物(鉄滓・羽口 

 

    水堂古墳 副葬遺物 

        

   若王子遺跡出土 発掘された古墳時代のフイゴの羽口 

 

ちょっと 残念だったのは 戦後から日本の高度成長時代にかけて日本の屋台骨を支えた「鉄の街 尼崎」を示す展示 

がなかったこと。 確かに 日本の大工業都市の西の代表「鉄の街」と共に「公害都市」のイメージが付きまとうこと

にもなったが、それも歴史。 それを伝え語らねば尼崎の歴史はないと思うのですが… 

 高潮から守る大防潮堤と近代的なパナマ運河方式の閘門式の港を持つ沿岸工業地帯に大谷・住金・神鋼・久保田 

 ・日新製鋼など数々の鉄鋼業や金属・機械工業の大工場そして、旭ガラスなど窯業 日紡・郡是なとなど繊 

 維工業に三菱電機などなど日本を代表する大工場が立ち並び、それらに電力を供給する大発電所が湊の入り口にどっ  

 しりと座 っている。日本の屋台骨を支えた「鉄の街 尼崎」である。 

良くも悪くも そんな時代を尼崎で過ごした人間には本当になつかしい尼崎のイメージ。 

ALWAYS三丁目の夕日もいいが、自信を取り戻せ!! 尼崎!!とも言いたい展示であった。 

ちょつとおせっかい。 

長年の疑問「秀吉 尼崎の危難」の伝承も きっちり頭に入って、 

半日 たっぷり尼崎の空気を吸った 尼崎北城内 WALK でした。 

      

            開明橋から眺める庄下川周辺  2014.5.16. 
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